
　　　　　このコーナーでは満4歳までの
　　お子さんを大募集しています。
おところ・おなまえ・☎番号・お子さんの
生年月日を記入のうえ、30字程度のコメン
トを写真に添えて『広報たこ』までお寄せく
ださい。
◆宛先：〒289-2292　多古町役場

　　　　広報　　  行

♠6月生まれの締切りは4月30日（水）です
♥7月生まれの締切りは5月30日（金）です
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伊藤　将
まさ

貴
き

ちゃん

H16年 4月
14日生まれ

〔御料地〕

「お姉ちゃ
ん3人と

ＤＳ『マリオ
パーティー

』

で対戦だ !!
」

菅澤　遙
はる

那
な

ちゃん（上）
H18年 4月13日生まれ　〔飯笹〕

三橋　真
まさきよ

聖ちゃん（右）
H18年 4月1日生まれ　〔堀之尻〕

寺田　和
わ

奏
かな

ちゃん（左）
H18年 4月15日生まれ　〔五辻〕
「お友達と凧

たこ

揚げやシャボン玉遊びをし
て外で元気に遊んでいるよ　　」

髙安こころちゃんH17年4月30日生まれ〔大門〕
「お友達のロディ子チャンと一緒。いつもあそんでます」

小川　翔
しょうと

大ちゃん

H17年4月17
日生まれ

〔宮〕

「ぼくの将来の
夢は

　　電車の運転
手 !!

　　　　　出発
進行!!」

ecoエ コ

環境かるたるた
環境問題について、みんなで考えるコーナーです。

『
め
ざ
せ
‼

我
が
家
の
環
境
大
臣
』

『
燃
や
し
ち
ゃ
い
け
な
い
家
庭
ゴ
ミ
』

『
や
め
よ
う
‼

　
　
　

ポ
イ
捨
て
』

草を燃やしても発生するダイオキシン。焼
却場ではダイオキシンを除去する特殊な焼
却炉を使っています。家庭でゴミを燃やす
のは絶対にやめましょう。

環境に優しい行動を心
掛け、家族に呼び掛け
るリーダーが『我が家
の環境大臣』。あなたも
大臣になってみません
か？

道路や山には、いろいろなものが捨てら
れています。心無い人が｢ポイ‼｣と捨てて
しまったものです。｢ゴミはゴミ箱に…｣は
基本ですよね。

臣大
境
環

や
も

め

「矢印はさまざまな高校への進路。学校の前に立
つ自分が、どこへ進むべきなのか迷っている気持
ちを表現しました」

勝又　健
けん

吾
ご

さん
多古中3年4組

『進路』

「部活 ･学校生活 ･悩みなどを色分けし描き
ました。自分をモチーフにしたキャラクター
を使い、タッチを変えて、見る人が楽しめる
ように心掛けました」

渡辺　万
ま き こ

紀子さん
多古中3年4組

『色んな事』

間所　瑠
る き

希ちゃん
H18年4月13日生まれ

〔大門〕

「あそんでつかれて

休憩中だよ★」

「公園の遊具にポイントを置いた風景画を描
きました。角度や微妙な色使いにこだわって、
丁寧に仕上げました」

鈴木　瞳
とう

子
こ

さん
多古中1年1組

『秋の遊具』

※学年クラスはすべて平成 20 年 3月までのものです。
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